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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年1月16日(2020.1.16)

【公表番号】特表2019-505494(P2019-505494A)
【公表日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-008
【出願番号】特願2018-531187(P2018-531187)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 253/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ   3/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ   3/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  253/32     　　　　
   Ｂ０１Ｄ    3/14     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ  255/08     　　　　
   Ｂ０１Ｄ    3/42     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月2日(2019.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分離するため
方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を少なくとも一つの回収カラムに与え、ア
クリロニトリルとアセトニトリルの混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニトリル－水
共沸混合物を得、
　回収カラムのトップセクションの上部中で約55℃～約80℃の温度を維持し、
　回収カラムのミドルセクションの上部中で約65℃～約85℃の温度を維持し、回収カラム
のミドルセクションの下部中で約100 ℃～約120 ℃の温度を維持し、
　回収カラムのボトムセクションの下部中で約105 ℃～約125 ℃の温度を維持し、そして
　アクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してアクリロニトリル－水
共沸混合物を含むオーバーヘッド流、底流、及び側流を得ることを特徴とする前記方法。
【請求項２】
　回収カラムが単一カラムである、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　トップセクション、ミドルセクション及びボトムセクションがそれぞれ回収カラムの高
さ（タンジェント間距離）の約25％～約40％である、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　ミドルセクションが上部、中間部及び下部を含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　上部、中間部及び下部がそれぞれ回収カラムのミドルセクションの高さ（タンジェント
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間距離）の約25％～約40％である、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムのミドルセクションに与える
、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　回収カラムのミドルセクションの上部を約70℃～約80℃に維持する、請求項１記載の方
法。
【請求項９】
　回収カラムのミドルセクションの下部を約105 ℃～約115 ℃に維持する、請求項１記載
の方法。
【請求項１０】
　水性溶媒を回収カラムのトップセクションに与える、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　回収カラムのトップセクションが上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの
トップセクションの高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、請求項１記載
の方法。
【請求項１２】
　回収カラムのトップセクションの上部を約60℃～約75℃に維持する、請求項１記載の方
法。
【請求項１３】
　回収カラムのトップセクションの上部及び下部が約０℃～約20℃の温度差を有する、請
求項１記載の方法。
【請求項１４】
　回収カラムのトップセクションの上部及び下部が約５℃～約15℃の温度差を有する、請
求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　回収カラムのボトムセクションが上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの
ボトムセクションの高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、請求項１記載
の方法。
【請求項１６】
　回収カラムのボトムセクションの下部を約110 ℃～約120 ℃に維持する、請求項１記載
の方法。
【請求項１７】
　回収カラムのボトムセクションの上部及び下部が約０℃～約15℃の温度差を有する、請
求項１記載の方法。
【請求項１８】
　回収カラムのボトムセクションの上部及び下部が約７℃～約13℃の温度差を有する、請
求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　オーバーヘッド流がアクリロニトリル－水の共沸混合物と約0.05質量％以下のアセトニ
トリルを含む、請求項１記載の方法。
【請求項２０】
　オーバーヘッド流が約0.03質量％以下のアセトニトリルを含む、請求項１９記載の方法
。
【請求項２１】
　オーバーヘッド流が約0.01質量％以下のアセトニトリルを含む、請求項１９記載の方法
。
【請求項２２】
　オーバーヘッド流が約70～約90質量％のアクリロニトリルを含む、請求項１９記載の方
法。
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【請求項２３】
　オーバーヘッド流が約75～約85質量％のアクリロニトリルを含む、請求項１９記載の方
法。
【請求項２４】
　底流が約0～約0.0075質量％のアセトニトリルを含む、請求項１記載の方法。
【請求項２５】
　底流が約0.0025～約0.007質量％のアセトニトリルを含む、請求項１記載の方法。
【請求項２６】
　底流が約0.0025～約0.005質量％のアセトニトリルを含む、請求項１記載の方法。
【請求項２７】
　側流が約5～約70質量％のアセトニトリルを含む、請求項１記載の方法。
【請求項２８】
　側流が約5～約50質量％のアセトニトリルを含む、請求項１記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　別の局面において、アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルの混合物か
ら分離するため方法はアクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムに与え、
アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニトリル－
水共沸混合物を得、回収カラムの上部分の上部中で約55℃～約80℃の温度を維持し、回収
カラムの中間部分の上部中で約65℃～約85℃の温度を維持し、回収カラムの中間部分の下
部で約100 ℃～約120 ℃の温度を維持し、回収カラムの底部分の下部中で約105 ℃～約12
5 ℃の温度を維持し、アクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してア
クリロニトリル－水共沸混合物を含むオーバーヘッド流、底流、及び側流を得ることを含
む。
　別の局面において、回収カラムの操作方法は回収カラムへの供給原料流の導入の前に約
100 ℃～約105 ℃の温度を回収カラム中の制御トレーに与えることを含む。
　別の局面において、回収カラムの操作方法は回収カラムへの供給原料流の導入の前に約
100 ℃以下の温度を回収カラムの上部分に与えることを含む。
　別の局面において、回収カラムの操作方法は回収カラムへのアクリロニトリルとアセト
ニトリルの混合物の導入の前に約100 ℃～約105 ℃の温度を回収カラム中の制御トレーに
与え、アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムに与え、アクリロニトリ
ルとアセトニトリルの混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニトリル－水共沸混合物を
得、回収カラムの上部分の上部中で約55℃～約80℃の温度を維持し、回収カラムの中間部
分の上部中で約65℃～約85℃の温度を維持し、回収カラムの中間部分の下部中で約100 ℃
～約120 ℃の温度を維持し、回収カラムの底部分の下部中で約105 ℃～約125 ℃の温度を
維持し、アクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してアクリロニトリ
ル－水共沸混合物を含むオーバーヘッド流、底流、及び側流を得ることを含む。
　その方法の先の局面及びその他の局面、幾つかの局面の特徴及び利点は下記の図面から
一層明らかであろう。
　なお、本発明としては、以下の態様も好ましい。
〔１〕　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分離す
るため方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を少なくとも一つの回収カラムに与え
、
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニト
リル－水共沸混合物を得、そして
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　アクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してアクリロニトリル－水
共沸混合物及び約0.05質量％以下のアセトニトリルを含むオーバーヘッド流を得ることを
特徴とする前記方法。
〔２〕　その方法が約０質量％～約0.0075質量％のアセトニトリルを含む底流、及び約５
質量％～約70質量％のアセトニトリルを含む側流を与える、〔１〕記載の方法。
〔３〕　回収カラムが単一カラムである、〔１〕記載の方法。
〔４〕　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、〔１〕記載の方法。
〔５〕　回収カラムが上部分、中間部分及び底部分を含む、〔１〕記載の方法。
〔６〕　上部分、中間部分及び底部分がそれぞれ回収カラムの高さ（タンジェント間距離
）の約25％～約40％である、〔５〕記載の方法。
〔７〕　中間部分が上部、中間部及び下部を含む、〔５〕記載の方法。
〔８〕　上部、中間部及び下部がそれぞれ回収カラムの中間部分の高さ（タンジェント間
距離）の約25％～約40％である、〔７〕記載の方法。
〔９〕　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムの中間部分に与える、
〔５〕記載の方法。
〔１０〕　回収カラムの中間部分の上部を約65℃～約85℃に維持する、〔７〕記載の方法
。
〔１１〕　回収カラムの中間部分の上部を約70℃～約80℃に維持する、〔１０〕記載の方
法。
〔１２〕　回収カラムの中間部分の下部を約100 ℃～約120 ℃に維持する、〔７〕記載の
方法。
〔１３〕　回収カラムの中間部分の下部を約105 ℃～約115 ℃に維持する、〔１２〕記載
の方法。
〔１４〕　水性溶媒を回収カラムの上部分に与える、〔５〕記載の方法。
〔１５〕　回収カラムの上部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの上
部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔５〕記載の方法。
〔１６〕　回収カラムの上部分の上部を約55℃～約80℃に維持する、〔１５〕記載の方法
。
〔１７〕　回収カラムの上部分の上部を約60℃～約75℃に維持する、〔１６〕記載の方法
。
〔１８〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約０℃～約20℃の温度差を有する、〔１
５〕記載の方法。
〔１９〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約５℃～約15℃の温度差を有する、〔１
８〕記載の方法。
〔２０〕　回収カラムの底部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの底
部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔５〕記載の方法。
〔２１〕　回収カラムの底部分の下部を約105 ℃～約125 ℃に維持する、〔２０〕記載の
方法。
〔２２〕　回収カラムの底部分の下部を約110 ℃～約120 ℃に維持する、〔２１〕記載の
方法。
〔２３〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約０℃～約15℃の温度差を有する、〔２
０〕記載の方法。
〔２４〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約７℃～約13℃の温度差を有する、〔２
３〕記載の方法。
〔２５〕　オーバーヘッド流が約0.03質量％以下のアセトニトリルを有する、〔１〕記載
の方法。
〔２６〕　オーバーヘッド流が約0.01質量％以下のアセトニトリルを有する、〔２５〕記
載の方法。
〔２７〕　オーバーヘッド流が約70質量％～約90質量％のアクリロニトリルを有する、〔
１〕記載の方法。
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〔２８〕　オーバーヘッド流が約75質量％～約85質量％のアクリロニトリルを有する、〔
２７〕記載の方法。
〔２９〕　底流が約0.0025質量％～約0.007 質量％のアセトニトリルを含む、〔２〕記載
の方法。
〔３０〕　底流が約0.0025質量％～約0.005 質量％のアセトニトリルを含む、〔２９〕記
載の方法。
〔３１〕　側流が約５質量％～約50質量％のアセトニトリルを含む、〔２〕記載の方法。
〔３２〕　側流が約６質量％～約12質量％のアセトニトリルを含む、〔３１〕記載の方法
。
〔３３〕　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分離
するため方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を少なくとも一つの回収カラムに与え
、
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニト
リル－水共沸混合物を得、そして
　約０質量％～約0.0075質量％のアセトニトリルを含む底流、及び約５質量％～約70質量
％のアセトニトリルを含む側流を得ることを特徴とする前記方法。
〔３４〕　その方法がアクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してア
クリロニトリル－水共沸混合物及び約0.05質量％以下のアセトニトリルを含むオーバーヘ
ッド流を得ることを含む、〔３３〕記載の方法。
〔３５〕　回収カラムが単一カラムである、〔３３〕記載の方法。
〔３６〕　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、〔３３〕記載の方法。
〔３７〕　回収カラムが上部分、中間部分及び底部分を含む、〔３３〕記載の方法。
〔３８〕　上部分、中間部分及び底部分がそれぞれ回収カラムの高さ（タンジェント間距
離）の約25％～約40％である、〔３７〕記載の方法。
〔３９〕　中間部分が上部、中間部及び下部を含む、〔３７〕記載の方法。
〔４０〕　上部、中間部及び下部がそれぞれ回収カラムの中間部分の高さ（タンジェント
間距離）の約25％～約40％である、〔３９〕記載の方法。
〔４１〕　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムの中間部分に与える
、〔３７〕記載の方法。
〔４２〕　回収カラムの中間部分の上部を約65℃～約85℃に維持する、〔３９〕記載の方
法。
〔４３〕　回収カラムの中間部分の上部を約70℃～約80℃に維持する、〔４２〕記載の方
法。
〔４４〕　回収カラムの中間部分の下部を約100 ℃～約120 ℃に維持する、〔３９〕記載
の方法。
〔４５〕　回収カラムの中間部分の下部を約105 ℃～約115 ℃に維持する、〔４４〕記載
の方法。
〔４６〕　水性溶媒を回収カラムの上部分に与える、〔３７〕記載の方法。
〔４７〕　回収カラムの上部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの上
部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔３７〕記載の方法。
〔４８〕　回収カラムの上部分の上部を約55℃～約80℃に維持する、〔４７〕記載の方法
。
〔４９〕　回収カラムの上部分の上部を約60℃～約75℃に維持する、〔４８〕記載の方法
。
〔５０〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約０℃～約20℃の温度差を有する、〔４
７〕記載の方法。
〔５１〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約５℃～約15℃の温度差を有する、〔５
０〕記載の方法。
〔５２〕　回収カラムの底部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの底
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部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔３７〕記載の方法。
〔５３〕　回収カラムの底部分の下部を約105 ℃～約125 ℃に維持する、〔５２〕記載の
方法。
〔５４〕　回収カラムの底部分の下部を約110 ℃～約120 ℃に維持する、〔５３〕記載の
方法。
〔５５〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約０℃～約15℃の温度差を有する、〔５
２〕記載の方法。
〔５６〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約７℃～約13℃の温度差を有する、〔５
５〕記載の方法。
〔５７〕　オーバーヘッド流が約0.03質量％以下のアセトニトリルを有する、〔３４〕記
載の方法。
〔５８〕　オーバーヘッド流が約0.01質量％以下のアセトニトリルを有する、〔５７〕記
載の方法。
〔５９〕　オーバーヘッド流が約70質量％～約90質量％のアクリロニトリルを有する、〔
３４〕記載の方法。
〔６０〕　オーバーヘッド流が約75質量％～約85質量％のアクリロニトリルを有する、〔
５９〕記載の方法。
〔６１〕　底流が約0.0025質量％～約0.007 質量％のアセトニトリルを含む、〔３３〕記
載の方法。
〔６２〕　底流が約0.0025質量％～約0.005 質量％のアセトニトリルを含む、〔６１〕記
載の方法。
〔６３〕　側流が約５質量％～約50質量％のアセトニトリルを含む、〔３３〕記載の方法
。
〔６４〕　側流が約６質量％～約12質量％のアセトニトリルを含む、〔６３〕記載の方法
。
〔６５〕　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分離
するため方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を複数のトレーを有する少なくとも一
つの回収カラムに与え（この場合、その複数のトレーは上部分のトレー、中間部分のトレ
ー、及び底部分のトレーを含む）、
　水性溶媒を上部分のトレーに与え、
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニト
リル－水共沸混合物を得、そして
　そのアクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してアクリロニトリル
－水共沸混合物及び約0.05質量％以下のアセトニトリルを含むオーバーヘッド流を得るこ
とを特徴とする前記方法。
〔６６〕　その方法が約０質量％～約0.0075質量％のアセトニトリルを含む底流、及び約
５質量％～約70質量％のアセトニトリルを含む側流を与える、〔６５〕記載の方法。
〔６７〕　回収カラムが単一カラムである、〔６５〕記載の方法。
〔６８〕　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、〔６５〕記載の方法。
〔６９〕　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を中間部分のトレー中で水性溶媒
と接触させる、〔６５〕記載の方法。
〔７０〕　アクリロニトリル－水共沸混合物を中間部分及び上部分のトレー中で生成する
、〔６５〕記載の方法。
〔７１〕　回収カラムが約80～約120 のトレーを有する、〔６５〕記載の方法。
〔７２〕　上部分のトレー、中間部分のトレー及び底部分のトレーがそれぞれ回収カラム
中のトレーの合計数の約25％～約40％である、〔６５〕記載の方法。
〔７３〕　中間部分のトレーが上部のトレー、中間部のトレー及び下部のトレーを含む、
〔６５〕記載の方法。
〔７４〕　上部のトレー、中間部のトレー及び下部のトレーがそれぞれ回収カラムの中間
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部分のトレーの合計トレー数の約25％～約40％である、〔７３〕記載の方法。
〔７５〕　回収カラムの中間部分の上部のトレーを約65℃～約85℃に維持する、〔７３〕
記載の方法。
〔７６〕　回収カラムの中間部分の上部のトレーを約70℃～約80℃に維持する、〔７５〕
記載の方法。
〔７７〕　回収カラムの中間部分の下部のトレーを約100 ℃～約120 ℃に維持する、〔７
３〕記載の方法。
〔７８〕　回収カラムの中間部分の下部のトレーを約105 ℃～約115 ℃に維持する、〔７
７〕記載の方法。
〔７９〕　回収カラムの上部分のトレーが上部のトレー及び下部のトレーを含み、これら
がそれぞれ回収カラム中の上部分のトレーにおける合計トレー数の約40％～約60％である
、〔６５〕記載の方法。
〔８０〕　回収カラムの上部分の上部のトレーを約55℃～約80℃に維持する、〔７９〕記
載の方法。
〔８１〕　回収カラムの上部分の上部のトレーを約60℃～約75℃に維持する、〔８０〕記
載の方法。
〔８２〕　回収カラムの上部分の上部のトレー及び下部のトレーが約０℃～約20℃の温度
差を有する、〔７９〕記載の方法。
〔８３〕　回収カラムの上部分の上部のトレー及び下部のトレーが約５℃～約15℃の温度
差を有する、〔８２〕記載の方法。
〔８４〕　回収カラムの底部分のトレーが上部のトレー及び下部のトレーを含み、これら
がそれぞれ回収カラム中の底部分のトレーにおける合計トレー数の約40％～約60％である
、〔６５〕記載の方法。
〔８５〕　回収カラムの底部分の下部のトレーを約105 ℃～約125 ℃に維持する、〔７７
〕記載の方法。
〔８６〕　回収カラムの底部分の下部のトレーを約110 ℃～約120 ℃に維持する、〔８５
〕記載の方法。
〔８７〕　回収カラムの底部分の上部のトレー及び下部のトレーが約０℃～約15℃の温度
差を有する、〔８４〕記載の方法。
〔８８〕　回収カラムの底部分の上部のトレー及び下部のトレーが約７℃～約13℃の温度
差を有する、〔８７〕記載の方法。
〔８９〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレー
までの温度低下の約35％以上である、〔７３〕記載の方法。
〔９０〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレー
までの温度低下の約50％以上である、〔８９〕記載の方法。
〔９１〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレー
までの温度低下の約75％以上である、〔９０〕記載の方法。
〔９２〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレー
までの温度低下の約75％である、〔９１〕記載の方法。
〔９３〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレー
までの温度低下の約80％である、〔９２〕記載の方法。
〔９４〕　オーバーヘッド流が約0.03質量％以下のアセトニトリルを有する、〔６５〕記
載の方法。
〔９５〕　オーバーヘッド流が約0.01質量％以下のアセトニトリルを有する、〔９４〕記
載の方法。
〔９６〕　オーバーヘッド流が約70質量％～約90質量％のアクリロニトリルを有する、〔
６５〕記載の方法。
〔９７〕　オーバーヘッド流が約75質量％～約85質量％のアクリロニトリルを有する、〔
９６〕記載の方法。
〔９８〕　底流が約0.0025質量％～約0.007 質量％のアセトニトリルを含む、〔６６〕記



(8) JP 2019-505494 A5 2020.1.16

載の方法。
〔９９〕　底流が約0.0025質量％～約0.005 質量％のアセトニトリルを含む、〔９８〕記
載の方法。
〔１００〕　側流が約５質量％～約50質量％のアセトニトリルを含む、〔６６〕記載の方
法。
〔１０１〕　側流が約６質量％～約12質量％のアセトニトリルを含む、〔１００〕記載の
方法。
〔１０２〕　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分
離するため方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物を複数のトレーを有する少なくとも一
つの回収カラムに与え（この場合、その複数のトレーは上部分のトレー、中間部分のトレ
ー、及び下部分のトレーを含む）、
　水性溶媒を上部分のトレーに与え、
　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニトリル
－水共沸混合物を得、そして
　約０質量％～約0.0075質量％のアセトニトリルを含む底流、及び約５質量％～約70質量
％のアセトニトリルを含む側流を得ることを特徴とする前記方法。
〔１０３〕　その方法がアクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離して
アクリロニトリル－水共沸混合物及び約0.05質量％以下のアセトニトリルを含むオーバー
ヘッド流を得ることを含む、〔１０２〕記載の方法。
〔１０４〕　回収カラムが単一カラムである、〔１０２〕記載の方法。
〔１０５〕　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、〔１０２〕記載の方法
。
〔１０６〕　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を中間部分のトレーにおいて水
性溶媒と接触させる、〔１０２〕記載の方法。
〔１０７〕　アクリロニトリル－水共沸混合物を中間部分及び上部分のトレーにおいて生
成する、〔１０２〕記載の方法。
〔１０８〕　回収カラムが約80～約120 のトレーを有する、〔１０２〕記載の方法。
〔１０９〕　上部分のトレー、中間部分のトレー及び底部分のトレーがそれぞれ回収カラ
ム中のトレーの合計数の約25％～約40％である、〔１０２〕記載の方法。
〔１１０〕　中間部分のトレーが上部のトレー、中間部のトレー及び下部のトレーを含む
、〔１０２〕記載の方法。
〔１１１〕　上部のトレー、中間部のトレー及び下部のトレーがそれぞれ回収カラムの中
間部分の合計トレー数の約25％～約40％である、〔１１０〕記載の方法。
〔１１２〕　回収カラムの中間部分の上部のトレーを約65℃～約85℃に維持する、〔１１
０〕記載の方法。
〔１１３〕　回収カラムの中間部分の上部のトレーを約70℃～約80℃に維持する、〔１１
２〕記載の方法。
〔１１４〕　回収カラムの中間部分の下部のトレーを約100 ℃～約120 ℃に維持する、〔
１１０〕記載の方法。
〔１１５〕　回収カラムの中間部分の下部のトレーを約105 ℃～約115 ℃に維持する、〔
１１４〕記載の方法。
〔１１６〕　回収カラムの上部分のトレーが上部のトレー及び下部のトレーを含み、これ
らがそれぞれ回収カラム中の上部分のトレーにおける合計トレー数の約40％～約60％であ
る、〔１０２〕記載の方法。
〔１１７〕　回収カラムの上部分の上部のトレーを約55℃～約80℃に維持する、〔１１６
〕記載の方法。
〔１１８〕　回収カラムの上部分の上部のトレーを約60℃～約75℃に維持する、〔１１７
〕記載の方法。
〔１１９〕　回収カラムの上部分の上部のトレー及び下部のトレーが約０℃～約20℃の温
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度差を有する、〔１１６〕記載の方法。
〔１２０〕　回収カラムの上部分の上部のトレー及び下部のトレーが約５℃～約15℃の温
度差を有する、〔１１９〕記載の方法。
〔１２１〕　回収カラムの底部分のトレーが上部のトレー及び下部のトレーを含み、これ
らがそれぞれ回収カラム中の底部分のトレーにおける合計トレー数の約40％～約60％であ
る、〔１０２〕記載の方法。
〔１２２〕　回収カラムの底部分の下部のトレーを約105 ℃～約125 ℃に維持する、〔１
２１〕記載の方法。
〔１２３〕　回収カラムの底部分の下部のトレーを約110 ℃～約120 ℃に維持する、〔１
２２〕記載の方法。
〔１２４〕　回収カラムの底部分の上部のトレー及び下部のトレーが約０℃～約15℃の温
度差を有する、〔１２１〕記載の方法。
〔１２５〕　回収カラムの底部分の上部のトレー及び下部のトレーが約７℃～約13℃の温
度差を有する、〔１２１〕記載の方法。
〔１２６〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレ
ーまでの温度低下の約35％以上である、〔１１０〕記載の方法。
〔１２７〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレ
ーまでの温度低下の約50％以上である、〔１２６〕記載の方法。
〔１２８〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレ
ーまでの温度低下の約75％以上である、〔１２７〕記載の方法。
〔１２９〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレ
ーまでの温度低下の約75％である、〔１２８〕記載の方法。
〔１３０〕　回収カラムの中間部分における温度低下が回収カラムの上トレーから底トレ
ーまでの温度低下の約80％である、〔１２９〕記載の方法。
〔１３１〕　オーバーヘッド流が約0.03質量％以下のアセトニトリルを有する、〔１０３
〕記載の方法。
〔１３２〕　オーバーヘッド流が約0.01質量％以下のアセトニトリルを有する、〔１３１
〕記載の方法。
〔１３３〕　オーバーヘッド流が約70質量％～約90質量％のアクリロニトリルを有する、
〔１０３〕記載の方法。
〔１３４〕　オーバーヘッド流が約75質量％～約85質量％のアクリロニトリルを有する、
〔１３３〕記載の方法。
〔１３５〕　底流が約0.0025質量％～約0.007 質量％のアセトニトリルを含む、〔１０２
〕記載の方法。
〔１３６〕　底流が約0.0025質量％～約0.005 質量％のアセトニトリルを含む、〔１３５
〕記載の方法。
〔１３７〕　側流が約５質量％～約50質量％のアセトニトリルを含む、〔１０２〕記載の
方法。
〔１３８〕　側流が約６質量％～約12質量％のアセトニトリルを含む、〔１３７〕記載の
方法。
〔１３９〕　アクリロニトリルをアクリロニトリルとアセトニトリルを含む混合物から分
離するため方法であって、その方法が
　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を少なくとも一つの回収カラムに与え、ア
クリロニトリルとアセトニトリルの混合物を水性溶媒と接触させてアクリロニトリル－水
共沸混合物を得、
　回収カラムの上部分の上部中で約55℃～約80℃の温度を維持し、
　回収カラムの中間部分の上部中で約65℃～約85℃の温度を維持し、回収カラムの中間部
分の下部中で約100 ℃～約120 ℃の温度を維持し、
　回収カラムの底部分の下部中で約105 ℃～約125 ℃の温度を維持し、そして
　アクリロニトリル－水共沸混合物をアセトニトリルから分離してアクリロニトリル－水
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共沸混合物を含むオーバーヘッド流、底流、及び側流を得ることを特徴とする前記方法。
〔１４０〕　回収カラムが単一カラムである、〔１３９〕記載の方法。
〔１４１〕　回収カラムが第一のカラム及び第二のカラムを含む、〔１３９〕記載の方法
。
〔１４２〕　上部分、中間部分及び底部分がそれぞれ回収カラムの高さ（タンジェント間
距離）の約25％～約40％である、〔１３９〕記載の方法。
〔１４３〕　中間部分が上部、中間部及び下部を含む、〔１３９〕記載の方法。
〔１４４〕　上部、中間部及び下部がそれぞれ回収カラムの中間部分の高さ（タンジェン
ト間距離）の約25％～約40％である、〔１４３〕記載の方法。
〔１４５〕　アクリロニトリルとアセトニトリルの混合物を回収カラムの中間部分に与え
る、〔１３９〕記載の方法。
〔１４６〕　回収カラムの中間部分の上部を約70℃～約80℃に維持する、〔１３９〕記載
の方法。
〔１４７〕　回収カラムの中間部分の下部を約105 ℃～約115 ℃に維持する、〔１３９〕
記載の方法。
〔１４８〕　水性溶媒を回収カラムの上部分に与える、〔１３９〕記載の方法。
〔１４９〕　回収カラムの上部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの
上部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔１３９〕記載の方法。
〔１５０〕　回収カラムの上部分の上部を約60℃～約75℃に維持する、〔１３９〕記載の
方法。
〔１５１〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約０℃～約20℃の温度差を有する、〔
１３９〕記載の方法。
〔１５２〕　回収カラムの上部分の上部及び下部が約５℃～約15℃の温度差を有する、〔
１５１〕記載の方法。
〔１５３〕　回収カラムの底部分が上部及び下部を含み、これらがそれぞれ回収カラムの
底部分の高さ（タンジェント間距離）の約40％～約60％である、〔１３９〕記載の方法。
〔１５４〕　回収カラムの底部分の下部を約110 ℃～約120 ℃に維持する、〔１３９〕記
載の方法。
〔１５５〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約０℃～約15℃の温度差を有する、〔
１３９〕記載の方法。
〔１５６〕　回収カラムの底部分の上部及び下部が約７℃～約13℃の温度差を有する、〔
１５５〕記載の方法。
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